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土
　

石
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区
　

域
　

調
　

書
様

式
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－
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形
･地

質
状

況
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調
査

年
度

平
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3
年

度
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流
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号
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設
定
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拠
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設
定

根
拠

堆
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土
砂

の
内

部
摩
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設
定

根
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0
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設
定
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拠

堆
積

土
砂

の
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積
土

砂
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度
：
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0
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設
定

根
拠

千
葉

県

備
考

土
質

定
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流
域

内
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対
策

施
設

砂
防

え
ん

堤
　

(基
）

治
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ダ
ム
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山
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工
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礎

調
査
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礎
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礎

調
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茂
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３
次
谷

　
　
　
４
次
谷

〔
対
策
施
設
〕

　
　
　
砂
防
え
ん
堤
　
　
　
　
治
山
ダ
ム

　
　
　
山
腹
工
　
　
　
　
　
　
床
固
工

　
　
　
導
流
工
　
　
　
　
　
　
渓
流
保
全
工

　
　
　
そ
の
他
施
設

　
１
　
施
設
番
号
(e
x：

1､
2､
3､
･･
･)



 

参考資料 3-4 

 

土
　

石
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２
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設
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勾
配
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勾
配
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流
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勾
配
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砂
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発
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抑
制
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元
河

床
勾

配
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時
堆

砂
勾

配
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堆
砂
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長
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現
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堆
砂
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計
画

堆
砂

幅
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計
画

堆
砂

長
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床

堆
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茂
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に

よ
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凡

　
例

〔
谷

次
数

〕
　

　
　

０
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砂
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え
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ダ
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土
　

石
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区
　

域
　

調
　

書
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２

－
４
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の

災
害
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績
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査
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度

渓
流
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号

2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

名
所
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地

　
　

発
生

日
時

等
発

生
年

月
日

発
生
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刻

谷
出

口
付

近
の

位
置

北
　

緯
東

　
経

　
　

災
害

形
態

総
流

出
土

砂
量

(m
3
)

流
下

部
平

均
勾

配
（
°

）
氾

濫
面

積
(m

2
)

　
　

土
石

流
の

規
模

平
均

堆
積

深
(m

)
最

大
堆

積
深

(m
)

堆
積

最
大

延
長

(m
)

堆
積

最
大

幅
(m

)

氾
濫

終
息

点
の

勾
配

（
°

）
最

大
礫

径
(m

)

災
害

発
生

状
況

※
災

害
発

生
履

歴
な

し

死
　

　
者

（
人

）
行

方
不

明
者

（
人

）
負

傷
者

（
人

）

被
災

戸
数

（
戸

）
（
全

壊
・
流

出
　

：
　

半
壊

　
：
　

一
部

損
壊

　
：
　

）

降
　

雤
　

量
連

続
雤

量
(㎜

)
最

大
2
4
時

間
雤

量
(㎜

)
最

大
時

間
雤

量
(㎜

)

観
測

所
名

:
異

常
気

象
名

そ
の

他
特

記
事

項

千
葉

県

平
成

2
3
年

度
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

古
茂

口

被 害 気 象渓
流

の
位

置

土 石 流 の 規 模

人
的

被
害

の
状

況
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
２

－
５

　
基

準
地

点
及

び
土

石
流

の
流

下
方

向
の

設
定

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名

千
葉

県

平
成

2
3
年

度
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

調
査

に
基

づ
く

設
定

結
果

（
確

定
）

所
在

地
古

茂
口

2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

の
位

置

基
準

地
点

及
び

土
石

流
の

流
下

方
向

の
設

定
図

勾
配

が
急

に
変

化
す

る
地

点
が

あ
る

た
め

、
こ

こ
を

基
準

地
点

に
設

定
し

た
。

渓
床

勾
配

が
非

常
に

緩
く

、
谷

全
体

が
左

岸
側

に
湾

曲
し

た
、

幅
の

広
い

谷
底

平
野

が
あ

る
た

め
、

谷
底

の
中

央
付

近
を

通
る

流
下

方
向

を
設

定
し

た
。

谷
底

の
走

行
が

ほ
ぼ

直
線

状
と

な
る

あ
た

り
か

ら
下

流
で

は
、

流
下

を
規

制
す

る
地

形
が

存
在

し
な

い
た

め
、

流
下

方
向

を
直

進
流

下
で

設
定

し
た

。

基
準

地
点

の
設

定
根

拠

土
石

流
の

流
下

方
向

の
設

定
根

拠

建
物

無
し

 

　
　

　
　

　
　

凡
　

　
例

　
　

　
　

基
準

地
点

　
　

　
　

土
石

流
の

流
下

方
向
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
２

－
６

　
微

地
形

お
よ

び
人

工
構

造
物

の
状

況
図

調
査

年
度

渓
流

番
号

2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

名
所

在
地

千
葉

県

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
古

茂
口

渓
流

の
位

置

平
成

2
3
年

度

建
物

無
し

笠
沼

川
下

幅
3
.0

m
、

上
幅

1
5
m

、
深

さ
4
.5

～
5
.0

m
　

　
　

　
　

　
 
凡

　
例

　 　
　

　
小

　
山

　
　

　
　

基
準

地
点

　
　

　
盛

　
土

　
　

　
　

土
石

流
の

　
　

　
河

　
川

　
　

　
　

　
流

下
方

向
　

　
　

用
水

路
　

　
　

掘
割

構
造

･
盛

土
構

造
を

な
す

　
　

　
　

鉄
道

･
道

路
等

の
人

工
構

造
物
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
１

　
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

、
著

し
い

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
の

設
定

図
調

査
年

度

渓
流

番
号

所
在

地

千
葉

県

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

名

建
物

無
し

 

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
の

区
域

著
し

い
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

の

区
域

土
石

流
の

高
さ

が
1m

を
超

え
土

石
流

に
よ

り
建

築
物

に
作

用
す

る
と

想
定

さ
れ

る
力

の
大

き
さ

が
50

kN
/
㎡

を
超

え
る

区
域

土
石

流
の

高
さ

が
1m

を
超

え
土

石
流

に
よ

り
建

築
物

に
作

用
す

る
と

想
定

さ
れ

る
力

の
大

き
さ

が
50

kN
/
㎡

を
超

え
な

い
区

域

土
石

流
の

高
さ

が
1m

を
超

え
な

い
区

域

凡
　

　
例
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
２

　
建

築
物

に
作

用
す

る
と

想
定

さ
れ

る
衝

撃
に

関
す

る
事

項
調

査
年

度

渓
流

番
号

所
在

地

横
断

測
線

番
号

横
断

測
線

番
号

№
0

№
1

№
2

№
3

№
4

№
5

№
6

№
7

№
8

№
9

№
10

№
11

№
12

№
13

千
葉

県

建
築

物
の

耐
力

P
2
(k

N
/
m

2
)

土
石

流
の

高
さ

h
(m

)
建

築
物

の
耐

力
P

2
(k

N
/
m

2
)

土
石

流
の

高
さ

h
(m

)
土

石
流

の
流

体
力

Ｆ
ｄ

（
kＮ

/
m

2
)

土
石

流
の

流
体

力
Ｆ

ｄ
（
kＮ

/
m

2
)

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

名

0
.5

1
2

9
.9

5
1

3
.4

9

0
.3

8
2

0
.1

1
1

7
.5

4

0
.3

1
1

3
.4

0
2

0
.9

9

0
.3

3
1

2
.2

8
2

0
.1

5

0
.1

4
2

.3
5

4
4

.0
8

0
.1

3
1

.0
1

4
8

.7
2

0
.2

3
1

.4
2

2
7

.5
7

0
.2

7
1

.3
2

2
3

.7
7

0
.2

9
1

.1
3

2
2

.8
1

0
.2

8
1

.1
8

2
3

.2
4

0
.2

7
1

.2
7

2
4

.1
0

0
.2

7
1

.2
5

2
3

.8
9

0
.2

5
1

.4
5

2
5

.6
8

0
.3

2
0

.8
2

2
0

.6
3
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
３

（
１

）
　

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
等

の
調

査
等

流
域

面
積

(k
m

2
)

0
.0

1

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
の

状
況

土
地

の
面

積
1
4
,2

3
0

 m
2

　
　

道
　

路
水

　
路

池
　

沼
宅

　
地

農
　

地
備

　
　

考

○
×

×
○

○
○

人
家

戸
数

5
戸

0
私

　
鉄

(m
)

0
0

国
　

道
(m

)
0

都
道

府
県

道
（
ｍ

）
8
5

9
5

そ
の

他
道

路
(m

)
1
7
0

0
橋

　
梁

(基
)

0

0
0

建
物

番
号

構
　

造
施

設
数

建
物

番
号

構
　

造
施

設
数

公
共

的
建

物

災
害

時
要

援
護

者
施

設

著
し

い
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

の
状

況
土

地
の

面
積

2
0

 m
2

　
　

道
　

路
水

　
路

池
　

沼
宅

　
地

農
　

地
備

　
　

考

×
×

×
×

×
○

人
家

戸
数

0
戸

木
造

戸
数

0
戸

非
木

造
戸

数
0
戸

0
戸

0
私

　
鉄

(m
)

0
0

国
　

道
(m

)
0

都
道

府
県

道
（
ｍ

）
0

0
そ

の
他

道
路

(m
)

0
0

橋
　

梁
(基

)
0

0
0

建
物

番
号

構
　

造
施

設
数

建
物

番
号

構
　

造
施

設
数

公
共

的
建

物

災
害

時
要

援
護

者
施

設

地
域

防
災

計
画

へ
の

記
載

の
有

無
無

有
無

最
寄

の
雤

量
計

の
位

置
等

館
山

市
北

条
4
0
2
-
1

名
　

称
安

房
土

木
事

務
所

安
房

土
木

事
務

所
緯

　
度

3
4
°

5
9
'4

1
"

1
3
9
°

5
2
’
1
6
”

基
準

雤
量

の
設

定
の

有
無

有
警

戒
基

準
6
0
分

雨
量

5
0
ｍ

ｍ
、

連
続

雨
量

1
5
0
m

m
　

未
設

定
発

生
基

準
未

設
定

予
警

報
等

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

の
有

無
有

整
備

状
況

等

避
難

路
の

設
定

の
有

無
無

避
難

場
所

建
築

構
造

非
木

造

住
民

へ
の

防
災

情
報

周
知

状
況

防
災

訓
練

等
の

実
施

状
況

千
葉

県

調
査

年
度

全
戸

数

名
　

　
称

山
　

林

名
　

　
称河

　
川

(m
)

平
成

2
3
年

度

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
古

茂
口

所
在

地

種
　

　
類

渓
流

の
位

置

地
形

概
要

渓
流

番
号

渓
流

名

危 害 の お そ れ の あ る 土 地 等 の 調 査
公

共
的

建
物

全
施

設
数

J
　

R
(m

)

2
0
5
0
0
3
0
2

土
地

利
用

種
　

　
類

内
、

災
害

時
要

援
護

者
施

設
数

高
速

道
路

(m
)

公
共

的
建

物
全

施
設

数

公
共

施
設

等
の

状
況

市
町

村
道

(m
)

土
砂

災
害

警
戒

情
報

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

(県
H

P
)､

雨
量

水
位

情
報

(W
IN

C
2
,

県
H

P
)､

土
砂

災
害

危
険

箇
所

･土
砂

災
害

警
戒

区
域

(県
H

P
)､

防
災

ﾏ
ｯ
ﾌ

ﾟ(
市

H
P
)､

広
報

誌
そ

の
他

種
　

　
類

種
　

　
類

名
　

　
称

県
防

災
情

報
ｼ

ｽ
ﾃ

ﾑ
(H

1
9
～

)､
県

防
災

行
政

無
線

(H
1
9
～

)､
有

線
通

信
施

設
､市

防
災

行
政

無
線

､広
報

車

豊
房

小
学

校
館

山
市

大
戸

2
6
6
-
2

管
理

者

警 戒 避 難 体 制 に 関 す る 調 査

山
　

林

公
共

施
設

等
の

状
況

内
、

災
害

時
要

援
護

者
施

設
数

自
主

防
災

組
織

の
有

無
計

器
設

置
の

有
無

合
同

防
災

訓
練

(H
2
3
.1

1
)､

館
山

市
合

同
防

災
訓

練
(H

2
2
.1

0
)､

土
砂

災
害

全
国

統
一

防
災

訓
練

(H
2
1
.0

6
)

河
　

川
(m

)

J
　

R
(m

)

経
　

度

位
置

避
難

基
準

名
　

　
称

土
地

利
用

高
速

道
路

(m
)

市
町

村
道

(m
)

所
在

地

構
造

不
明

戸
数
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土
 石

 流
 区

 域
 調

 書
様

式
３

－
３

（
２

）
　

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
等

の
調

査
等

調
査

年
度

渓
流

名

関
係

諸
法

令
の

指
定

状
況

主
に

災
害

の
防

止
に

関
す

る
事

項

法
律

名
法

規
制

区
域

・
地

区
有

無
備

　
考

砂
防

法
砂

防
指

定
地

無
｢安

房
地

域
の

砂
防

河
川

現
況

｣(
県

土
整

備
部

安
房

土
木

事
務

所
管

理
課

H
P
､H

2
2
.1

2
)

地
す

べ
り

等
防

止
法

地
す

べ
り

防
止

区
域

無
｢安

房
地

域
の

地
す

べ
り

防
止

区
域

位
置

図
｣(

県
土

整
備

部
安

房
土

木
事

務
所

管
理

課
H

P
､H

2
2
.1

2
)、

現
地

調
査

結
果

急
傾

斜
地

の
崩

壊
に

よ
る

災
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律
急

傾
斜

地
崩

壊
危

険
区

域
無

｢安
房

地
域

 急
傾

斜
地

位
置

図
｣(

県
土

整
備

部
安

房
土

木
事

務
所

管
理

課
H

P
､H

2
2
.1

2
)、

現
地

調
査

結
果

森
林

法
保

安
林

無
「
土

地
利

用
調

整
総

合
支

援
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
ｼ

ｽ
ﾃ

ﾑ
」
(国

土
交

通
省

H
P
､H

2
4
.0

3
)

保
安

施
設

地
区

ヒ
ア

リ
ン

グ

建
築

基
準

法
災

害
危

険
区

域

宅
地

造
成

等
規

制
法

宅
地

造
成

工
事

規
制

区
域

無
｢宅

地
造

成
工

事
規

制
区

域
の

指
定

状
況

｣（
国

土
交

通
省

 都
市

･地
域

整
備

局
 都

市
･地

域
安

全
課

H
P
､H

2
3
.0

4
）

主
に

土
地

の
現

状
に

関
す

る
事

項

法
律

名
法

規
制

区
域

・
地

区
有

無

統
計

法
人

口
集

中
地

区
無

｢平
成

1
7
年

度
国

勢
調

査
　

人
口

集
中

地
区

境
界

図
｣(

総
務

省
統

計
局

､H
1
7
.0

3
)

主
に

建
築

や
開

発
の

動
向

に
関

す
る

事
項

法
律

名
法

規
制

区
域

・
地

区
有

無

都
市

計
画

法
市

街
化

区
域

無

市
街

化
調

整
区

域
無

未
線

引
き

区
域

無

準
都

市
計

画
区

域
無

離
島

振
興

法
離

島
振

興
対

策
実

施
地

域
無

千
葉

県
は

該
当

無
し

（
国

土
交

通
省

都
市

整
備

局
H

P
､H

2
3
.1

0
）

過
疎

地
域

無
｢千

葉
県

に
お

け
る

過
疎

対
策

に
つ

い
て

｣（
総

務
部

市
町

村
課

自
治

振
興

室
H

P
､H

2
3
.0

5
）

総
合

保
養

地
域

整
備

法
特

定
地

域
有

｢リ
ゾ

ー
ト
構

想
特

定
区

域
内

で
の

、
条

例
第

50
条

の
2に

よ
る

特
定

区
域

に
つ

い
て

｣(
千

葉
県

県
土

整
備

部
建

築
指

導
課

建
築

企
画

室
 建

築
企

画
室

H
P
､H

23
.0

2）

自
然

公
園

法
国

立
公

園
無

国
定

公
園

無
都

道
府

県
立

自
然

公
園

無
都

市
緑

地
保

全
法

特
別

緑
地

保
全

地
区

無
｢特

別
緑

地
保

全
地

区
の

指
定

状
況

｣(
国

土
交

通
省

都
市

･地
域

整
備

局
H

P
都

市
緑

化
ﾃ

ﾞｰ
ﾀ
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

､H
2
2
.0

3
)

自
然

環
境

保
全

法
原

生
自

然
環

境
保

全
地

域
無

千
葉

県
該

当
無

し
(環

境
省

自
然

環
境

局
生

物
多

様
性

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

H
P
､H

2
3
.1

0
)

自
然

環
境

保
全

地
域

特
別

地
区

無
千

葉
県

該
当

無
し

(環
境

省
自

然
環

境
局

生
物

多
様

性
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

H
P
､H

2
3
.1

0
)

千
葉

県

備
　

考

｢都
市

計
画

(4
.都

市
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

)｣
(千

葉
県

県
土

整
備

部
都

市
計

画
課

都
市

計
画

室
､H

2
4
.0

3
)

2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

の
位

置

過
疎

地
域

自
立

促
進

特
別

措
置

法

渓
流

番
号

｢千
葉

県
の

自
然

公
園

一
覧

表
｣（

千
葉

県
環

境
生

活
部

自
然

保
護

課
自

然
公

園
室

H
P
､H

2
3
.0

4
）

平
成

2
3
年

度

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
古

茂
口

所
在

地

備
　

考
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
４

　
人

家
等

の
建

築
構

造
状

況
図

調
査

年
度

平
成

2
3
年

度
2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

名

千
葉

県

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
所

在
地

渓
流

の
位

置
渓

流
番

号
古

茂
口

建
物

無
し

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

凡
　

　
例

　
　

　
　

　
著

し
い

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
の

区
域

　
　

　
　

　
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

の
区

域
［
建

築
物

］
　

　
　

　
　

戸
建

住
宅

　
　

　
　

　
共

同
住

宅
　

　
　

　
　

公
共

的
建

物
（
番

号
併

記
）

　
　

　
　

　
災

害
時

要
援

護
者

施
設

（
番

号
併

記
）

［
建

築
構

造
］

　
　

　
　

　
木

造
　

　
　

　
　

非
木

造
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
５

　
土

地
利

用
状

況
図

調
査

年
度

平
成

2
3
年

度
2
0
5
0
0
3
0
2

渓
流

名

千
葉

県

所
在

地
渓

流
の

位
置

渓
流

番
号

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
古

茂
口

 

危
害

の
お

そ
れ

の
あ

る
土

地
の

区
域

著
し

い
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

の

区
域

土
石

流
の

高
さ

が
1
m

を
超

え
土

石
流

に
よ

り
建

築
物

に
作

用
す

る
と

想
定

さ
れ

る
力

の
大

き
さ

が
5
0
k
N

/
㎡

を
超

え
る

区
域

土
石

流
の

高
さ

が
1
m

を
超

え
土

石
流

に
よ

り
建

築
物

に
作

用
す

る
と

想
定

さ
れ

る
力

の
大

き
さ

が
5
0
k
N

/
㎡

を
超

え
な

い
区

域

土
石

流
の

高
さ

が
1
m

を
超

え
な

い
区

域

凡
　

　
例
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
６

　
宅

地
開

発
の

状
況

お
よ

び
建

築
の

動
向

調
査

年
度

平
成

2
3
年

度

渓
流

の
位

置
渓

流
名

所
在

地

市
町

村
館

山
市

1
5
年

前
(人

)(
ｱ

)
1
0
年

前
(人

)(
ｲ
)

5
年

前
(人

)(
ｳ

)
基

準
年

(人
)(
ｴ

)

人
　

口
　

(人
)

率
｛
(ｲ

-ｱ
)/

ｱ
)｝

人
　

口
　

(人
)

率
｛
(ｳ

-ｲ
)/

ｲ
)｝

人
　

口
　

(人
)

率
｛
(ｴ

-ｳ
)/

ｳ
)｝

(平
成

2
年

)
(平

成
7
年

)
(イ

－
ア

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
2
年

)
(ウ

－
イ

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
7
年

)
(エ

－
ウ

)
×

1
0
0
(％

)

54
,5

75
52

,8
80

-1
,6

95
-3

.1
51

,4
12

-1
,4

68
-2

.8
50

,5
27

-8
85

-1
.7

市
街

化
区

域
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

市
街

化
調

整
区

域
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

準
都

市
計

画
区

域
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

1
5
年

前
(h

a)
(ｱ

)
1
0
年

前
(h

a)
(ｲ

)
5
年

前
(h

a)
(ｳ

)
基

準
年

(h
a)

(ｴ
)

面
　

積
　

(h
a)

率
｛
(ｲ

-ｱ
)/

ｱ
)｝

面
　

積
　

(h
a)

率
｛
(ｳ

-ｲ
)/

ｲ
)｝

面
　

積
　

(h
a)

率
｛
(ｴ

-ｳ
)/

ｳ
)｝

(平
成

2
年

)
(平

成
7
年

)
(イ

－
ア

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
2
年

)
(ウ

－
イ

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
7
年

)
(エ

－
ウ

)
×

1
0
0
(％

)

11
,0

22
11

,0
22

0
0.

0
11

,0
22

0
0.

0
11

,0
22

0
0.

0

市
街

化
区

域
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

市
街

化
調

整
区

域
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

準
都

市
計

画
区

域
の

面
積

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

1
2
年

前
(円

/
㎡

)(
ｱ

)
1
0
年

前
(円

/
㎡

)(
ｲ
)

5
年

前
(円

/
㎡

)(
ｳ

)
基

準
年

(円
/
㎡

)(
ｴ

)

地
価

(円
/
㎡

)
率

｛
(ｲ

-ｱ
)/

ｱ
)｝

地
価

(円
/
㎡

)
率

｛
(ｳ

-ｲ
)/

ｲ
)｝

地
価

(円
/
㎡

)
率

｛
(ｴ

-ｳ
)/

ｳ
)｝

(平
成

5
年

)
(平

成
7
年

)
(イ

－
ア

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
2
年

)
(ウ

－
イ

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
7
年

)
(エ

－
ウ

)
×

1
0
0
(％

)

84
,9

00
77

,1
00

-7
,8

00
-9

.2
49

,0
00

-2
8,

10
0

-3
6.

4
28

,7
00

-2
0,

30
0

-4
1.

4

申
請

数
(件

)
率

｛
(ｲ

-ｱ
)/

ｱ
)｝

申
請

数
(件

)
率

｛
(ｳ

-ｲ
)/

ｲ
)｝

(平
成

7
年

)
(平

成
1
2
年

)
(イ

－
ア

)
×

1
0
0
(％

)
(平

成
1
7
年

)
(ウ

－
イ

)
×

1
0
0
(％

)

専
用

一
戸

建
住

宅
-

-
-

-
-

-
-

住
宅

共
同

・
そ

の
他

-
-

-
-

-
-

-

併
用

住
宅

-
-

-
-

-
-

-

申
請

数
(件

)
率

｛
(ｲ

-ｱ
)/

ｱ
)｝

申
請

数
(件

)
率

｛
(ｳ

-ｲ
)/

ｲ
)｝

（
H

4
-
H

8
年

）
（
H

9
-
H

1
3
年

）
(イ

－
ア

)
×

1
0
0
(％

)
（
H

1
4
-
H

1
8
年

）
(ウ

－
イ

)
×

1
0
0
(％

)

-
-

-
-

-
-

-

-
-

-
-

-
-

-

11
2

42
6

31
4

2
.8

0
35

1
▲

 7
5

▲
 0

.1
8

千
葉

県

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
古

茂
口

2
0
5
0
0
3
0
2

1
）
人

　
　

口
：
国

勢
調

査
（
1
9
9
0
､1

9
9
5
､2

0
0
0
､2

0
0
5
）

2
）
都

市
計

画
：
｢都

市
計

画
(4

.都
市

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
)｣

(千
葉

県
県

土
整

備
部

都
市

計
画

課
都

市
計

画
室

､
H

2
4
.0

3
)

3
）
地

　
　

価
：
｢政

府
統

計
の

総
合

窓
口

｣H
P
　

※
地

域
別

統
計

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
ﾍ

ﾞｰ
ｽ

よ
り

｢統
計

で
み

る
市

区
町

村
の

す
が

た
｣

で
(経

済
基

盤
→

標
準

地
価

(平
均

地
価

)(
住

宅
))
を

選
択

し
て

入
手

｡
4
）
建

築
確

認
：

5
）
農

地
転

用
：
館

山
市

市
民

福
祉

部
社

会
安

全
課

照
会

1
0
年

前
の

申
請

数

の
合

計
(件

)　
(ｱ

)

基
準

年
の

申
請

数

の
合

計
(件

)　
(ｳ

)

1
0
年

前
の

申
請

数

の
合

計
(件

)　
(ｱ

)

5
年

前
の

申
請

数
の

合
計

(件
)　

(ｲ
)

増
減

5
年

前
の

申
請

数
の

合
計

(件
)　

(ｲ
)

渓
流

番
号

増
減

基
準

年
の

申
請

数

の
合

計
(件

)　
(ｳ

)

一
般

住
宅

5
)

農
地

転
用

の
状

況

1
)

人
口

の
経

年
変

化

2
)

都
市

計
画

区
域

の
変

遷

合
  
計

3
)

地
価

の
経

年
変

化

4
)

建
築

確
認

申
請

の
状

況

都
市

計
画

区
域

外

増
 減

増
減

都
市

計
画

区
域

の
面

積

増
 減

増
 減

増
減

都
市

計
画

区
域

内

増
減

増
減

市
町

村
の

平
均

価
格

(円
/
㎡

)

合
　

計

増
 減

増
 減

出
　

　
典

増
 減

増
 減

そ
の

他
の

住
宅
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
７

　
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
･調

査
位

置
図

調
査

年
度

渓
流

名
所

在
地

千
葉

県

渓
流

の
位

置
渓

流
番

号

平
成

2
3
年

度
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

古
茂

口
2
0
5
0
0
3
0
2

建
物

無
し

P
2 P
1

P
3

P
4

P
5

P
6

P
7

P
8

P
1
1

P
1
2

P
1
3

P
1
0

P
9

 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

凡
　

　
例

　
　

　
　

著
し

い
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

の
区

域
　

　
　

　
危

害
の

お
そ

れ
の

あ
る

土
地

の
区

域
　

　
　

　
写

真
撮

影
方

向
と

写
真

番
号

P
１
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名
↓

使
用

す
る

写
真

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

S
i_I

M
G

P
5
6
68

-
S

i_I
M

G
P

5
6
66

-

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

1
　

コ
メ

ン
ト

写
真

・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

2

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

千
葉

県

（
下

流
か

ら
）
基

準
地

点
は

勾
配

変
化

点
で

設
定

し
た

。
平

坦
な

草
地

と
勾

配
の

あ
る

竹
林

の
境

界
に

相
当

す
る

。

基
準

地
点

か
ら

の
流

下
方

向

（
上

流
か

ら
）
基

準
地

点
上

流
か

ら
の

流
下

方
向

の
ま

ま
、

ほ
ぼ

直
進

流
下

で
設

定
し

た
。

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

基
準

地
点
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名
↓

使
用

す
る

写
真

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

S
i_I

M
G

P
5
6
73

S
o
_P

3
0
10

2
3-

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

3
　

コ
メ

ン
ト

写
真

・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

4

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

千
葉

県

（
下

流
か

ら
）
基

準
地

点
直

下
は

、
平

坦
な

草
地

が
広

が
り

、
こ

れ
よ

り
下

流
は

、
勾

配
が

緩
い

谷
底

平
野

が
続

く
。

流
下

方
向

（
上

流
か

ら
）
流

下
方

向
は

、
谷

底
の

中
央

付
近

を
付

近
を

通
る

流
線

で
設

定
し

た
。

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

基
準

地
点

付
近

の
状

況
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名
↓

使
用

す
る

写
真

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

S
i_I

M
G

P
5
6
75

S
i_I

M
G

P
5
6
79

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

5
　

コ
メ

ン
ト

写
真

・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

6

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

千
葉

県

（
下

流
か

ら
）
流

下
方

向
は

、
谷

底
の

中
央

付
近

を
付

近
を

通
る

流
線

で
設

定
す

る
が

、
こ

の
付

近
で

は
、

谷
底

の
走

向
が

ほ
ぼ

直
線

状
な

の
で

、
結

果
、

直
進

流
下

の
設

定
と

な
っ

た
。

流
下

方
向

（
下

流
か

ら
）
流

下
方

向
は

、
谷

底
の

中
央

付
近

を
付

近
を

通
る

流
線

で
設

定
す

る
が

、
こ

の
付

近
で

は
、

谷
底

の
走

向
が

ほ
ぼ

直
線

状
な

の
で

、
結

果
、

直
進

流
下

の
設

定
と

な
っ

た
。

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

流
下

方
向
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名
↓

使
用

す
る

写
真

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

S
i_I

M
G

P
5
6
74

S
i_I

M
G

P
5
6
85

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

7
　

コ
メ

ン
ト

写
真

・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

8

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

千
葉

県

尾
根

の
先

端
で

谷
底

地
盤

と
の

比
高

が
5
m

未
満

に
な

り
、

こ
の

地
点

か
ら

ｲ
ｴ

ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
が

拡
散

す
る

地
点

と
し

た
。

ｲ
ｴ

ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
左

岸
端

（
下

流
か

ら
）
ｲ

ｴ
ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
境

界
は

分
散

角
3
0
度

で
設

定
し

た
。

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

ｲ
ｴ

ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
の

拡
散

地
点
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名
↓

使
用

す
る

写
真

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

K
a_

p3
0
1
0
0
56

S
i_I

M
G

P
5
6
84

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

9
　

コ
メ

ン
ト

写
真

・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

1
0

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

千
葉

県

尾
根

の
先

端
で

谷
底

地
盤

と
の

比
高

が
5
m

未
満

に
な

る
地

点
か

ら
ｲ

ｴ
ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
が

拡
散

す
る

地
点

と
し

た
。

ｲ
ｴ

ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
右

岸
端

（
下

流
か

ら
）
ｲ

ｴ
ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
境

界
は

分
散

角
3
0
度

で
設

定
し

た
。

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

ｲ
ｴ

ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
の

拡
散

地
点
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名
↓

使
用

す
る

写
真

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

S
i_I

M
G

P
5
6
77

K
a_

p3
0
1
0
0
66

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

1
1

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

1
2

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

千
葉

県

笠
沼

川
本

川
は

深
さ

5
m

、
下

幅
3
m

、
上

幅
1
5
m

で
あ

る
。

ｲ
ｴ

ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
末

端

笠
沼

川
本

川
は

規
模

が
大

き
く

、
ｲ

ｴ
ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
は

対
岸

ま
で

は
設

定
し

な
い

。
ｲ

ｴ
ﾛ
ｰ

ｿ
ﾞｰ

ﾝ
末

端
は

、
河

岸
法

肩
部

で
設

定
し

た
。

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

本
川

の
状

況
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
３

－
８

　
現

地
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

↓
使

用
す

る
写

真
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾙ

名

S
i_I

M
G

P
5
6
87

-

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号
P

1
3

　
コ

メ
ン

ト
写

真
・
ス

ケ
ッ

チ
番

号

調
査

年
月

日
平

成
2
4
年

3
月

1
日

調
査

年
月

日

千
葉

県

（
対

岸
か

ら
）

平
成

2
3
年

度

2
0
5
0
0
3
0
2

古
茂

口
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

渓
流

の
位

置

全
景
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書

様
式

４
－

１
　

基
準

地
点

設
定

根
拠

図
調

査
年

度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

決
定

し
た

基
準

地
点

基
準

地
点

候
補

地
１

基
準

地
点

候
補

地
１

　
　

基
準

地
点

選
定

根
拠

千
葉

県

勾
配

が
急

に
変

化
す

る
地

点
が

あ
る

た
め

、
こ

こ
を

基
準

地
点

に
設

定
し

た
。

渓
流

の
位

置

平
成

2
3
年

度
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

古
茂

口
2
0
5
0
0
3
0
2

建
物

無
し

基 準 地 点
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書

様
式

４
－

２
　

流
下

方
向

設
定

根
拠

図
調

査
年

度

渓
流

番
号

渓
流

名
古

茂
口

所
在

地

決
定

し
た

流
下

方
向

流
下

方
向

選
定

根
拠

千
葉

県

渓
床

勾
配

が
非

常
に

緩
く

、
谷

全
体

が
左

岸
側

に
湾

曲
し

た
、

幅
の

広
い

谷
底

平
野

が
あ

る
た

め
、

谷
底

の
中

央
付

近
を

通
る

流
下

方
向

を
設

定
し

た
。

谷
底

の
走

行
が

ほ
ぼ

直
線

状
と

な
る

あ
た

り
か

ら
下

流
で

は
、

流
下

を
規

制
す

る
地

形
が

存
在

し
な

い
た

め
、

流
下

方
向

を
直

進
流

下
で

設
定

し
た

。

渓
流

の
位

置

平
成

2
3
年

度

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口
2
0
5
0
0
3
0
2

建
物

無
し

凡
例

採
用

し
た

流
下

方
向

不
採

用
の

流
下

方
向
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書

様
式

４
－

３
　

侵
食

可
能

断
面

調
査

位
置

図
等

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
古

茂
口

所
在

地

S
-
1

新
規

断
面

S
-
2

新
規

断
面

※
新

規
断

面
：
今

回
調

査
に

よ
り

推
定

し
た

侵
食

可
能

断
面

積

　
ｶ
ﾙ

ﾃ
断

面
：
土

石
流

危
険

渓
流

ｶ
ﾙ

ﾃ
3
の

成
果

を
引

用
し

た
侵

食
可

能
断

面
積

　
代

表
断

面
：
地

形
･地

質
よ

り
類

推
し

代
表

値
を

適
用

し
た

侵
食

可
能

断
面

積

千
葉

県

基
準

地
点

調
査

地
点

渓
流

の
位

置

平
成

2
3
年

度

（
調

査
地

点
番

号
）

2
0
5
0
0
3
0
2

千
葉

県
館

山
市

古
茂

口

想
定

区
間

谷
次

数
区

分

０
次

谷

１
次

谷

（
想

定
区

間
番

号
）

凡
　

　
例

侵
食

可
能

断
面

積
の

適
用

区
分

※

２
次

谷

３
次

谷

４
次

谷

　
　
　
　
　
　
　
凡
　
例

〔
対
策
施
設
〕

　
　
　
砂
防
え
ん
堤
　
　
　
　
治
山
ダ
ム

　
　
　
山
腹
工
　
　
　
　
　
　
床
固
工

　
　
　
導
流
工
　
　
　
　
　
　
渓
流
保
全
工

　
　
　
そ
の
他
施
設

　
１
　
施
設
番
号
(e
x：

1､
2､
3､
･･
･)

S
-

1

S
-

2
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
４

－
４

　
想

定
土

石
流

流
出

区
間

の
検

討
調

査
年

度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

在
地

※
侵

食
可

能
断

面
積

を
複

数
の

調
査

地
点

の
平

均
で

求
め

て
い

る
場

合
、

侵
食

幅
と

侵
食

深
の

平
均

値
を

求
め

て
も

、
そ

の
積

は
侵

食
可

能
断

面
積

と
一

致
し

な
い

の
で

、
平

均
侵

食
幅

と
平

均
侵

食
深

は
記

載
し

な
い

。

渓
　

流
　

長
平

均
侵

食
幅

平
均

侵
食

深
侵

食
可

能
断

面
積

0
基

L
 (

m
)

B
 (

m
)

D
e
 (

m
)

A
e
 (

㎡
)

0
基

S
-
1

0
　

次
　

谷
6
5

1
.5

0
.3

0
0
.5

0
0

箇
所

S
-
2

1
　

次
　

谷
3
5

2
2
.0

0
.2

0
4
.4

0
0

基

2
　

次
　

谷
0

箇
所

3
　

次
　

谷
0

箇
所

4
　

次
　

谷
0

基

渓
　

流
　

長
平

均
侵

食
幅

平
均

侵
食

深
侵

食
可

能
断

面
積

基

L
 (

m
)

B
 (

m
)

D
e
 (

m
)

A
e
 (

㎡
)

基

0
　

次
　

谷
箇

所

1
　

次
　

谷
基

2
　

次
　

谷
箇

所

3
　

次
　

谷
箇

所

4
　

次
　

谷
基

渓
　

流
　

長
平

均
侵

食
幅

平
均

侵
食

深
侵

食
可

能
断

面
積

基

L
 (

m
)

B
 (

m
)

D
e
 (

m
)

A
e
 (

㎡
)

基

0
　

次
　

谷
箇

所

1
　

次
　

谷
基

2
　

次
　

谷
箇

所

3
　

次
　

谷
箇

所

4
　

次
　

谷
基 千

葉
県

侵
食

可
能

土
砂

量
(m

3 )
（
施
設
効
果
は
考
慮
せ
ず
）

谷
　

次
　

数

想
定

区
間

内
の

侵
食

可
能

土
砂

量

調
査

地
点

番
号

導
流

工

渓
流

保
全

工

想
定

区
間

内
の

対
 策

 施
 設

想
定

土
石

流
流

出
区

間

基
準

地
点

ま
で

の
想

定
区

間
長

(m
)

0

対
策

施
設

総
効

果
量

(m
3
)

そ
の

他
施

設

床
固

工

導
流

工

砂
防

え
ん

堤

床
固

工

治
山

ダ
ム

山
腹

工

想
定

区
間

番
号

谷
　

次
　

数

平
成

2
3
年

度
千

葉
県

館
山

市
古

茂
口

古
茂

口

1
,0

0
0

1
9
0

1
0
0

砂
防

え
ん

堤

治
山

ダ
ム

想
定

区
間

内
の

対
 策

 施
 設

山
腹

工

2
0
5
0
0
3
0
2

そ
の

他
施

設

対
策

施
設

総
効

果
量

(m
3
)

渓
流

の
位

置

調
査

地
点

番
号

想
定

区
間

内
の

侵
食

可
能

土
砂

量

施
設

効
果

を
考

慮
し

た

侵
食

可
能

土
砂

量
(m

3 )
A

侵
食

可
能

土
砂

量
(m

3 )

（
施
設
効
果
は
考
慮
せ
ず
）

床
固

工

導
流

工

渓
流

保
全

工

○
想

定
土

石
流

流
出

区
間

想
定

区
間

内
の

侵
食

可
能

土
砂

量

調
査

地
点

番
号

想
定

土
石

流
流

出
区

間

想
定

区
間

番
号

施
設

効
果

を
考

慮
し

た

侵
食

可
能

土
砂

量
(m

3 )

谷
　

次
　

数

渓
流

保
全

工

そ
の

他
施

設

侵
食

可
能

土
砂

量
(m

3 )

（
施
設
効
果
は
考
慮
せ
ず
）

想
定

区
間

内
の

対
 策

 施
 設

砂
防

え
ん

堤

治
山

ダ
ム

山
腹

工

対
策

施
設

総
効

果
量

(m
3
)

基
準

地
点

ま
で

の
想

定
区

間
長

(m
)

想
定

区
間

番
号

施
設

効
果

を
考

慮
し

た

侵
食

可
能

土
砂

量
(m

3 )
基

準
地

点
ま

で
の

想
定

区
間

長
(m

)
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土
　

石
　

流
　

区
　

域
　

調
　

書
様

式
４

－
５

　
土

石
流

に
よ

り
流

下
す

る
土

石
等

の
量

の
調

査
結

果
（
調

査
地

点
の

現
地

ス
ケ

ッ
チ

・
写

真
、

平
均

侵
食

幅
、

平
均

侵
食

深
、

侵
食

可
能

断
面

積
）

調
査

年
度

渓
流

番
号

渓
流

名
所

 在
 地

調
査

地
点

番
号

S
-
1

調
査

地
点

の
谷

次
数

0
調

査
地

点
番

号
S
-
2

調
査

地
点

の
谷

次
数

1

　
【
現

地
ス

ケ
ッ

チ
】

右
岸

左
岸

　
　

　
【
現

地
ス

ケ
ッ

チ
】

右
岸

左
岸

　
　

平
均

侵
食

幅
B

(m
)

1
.5

0
平

均
侵

食
深

D
e
(m

)
0
.3

0
侵

食
可

能
断

面
積

A
e
(㎡

)
0
.5

0
平

均
侵

食
幅

B
(m

)
2
2
.0

0
平

均
侵

食
深

D
e
(m

)
0
.2

0
侵

食
可

能
断

面
積
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